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■
天
日
で
ゆ
っ
く
り
自
然
乾
燥

　

町
内
で
数
少
な
く
な
っ
た
「
か
け
干

し
米
」
を
生
産
す
る
の
は
西
寒
野
区
の

井
上
良
治
さ
ん
。

　

刈
り
取
っ
た
稲
穂
を
つ
る
し
て
天
日

で
自
然
乾
燥
さ
せ
る
「
か
け
干
し
」
は
、

機
械
に
比
べ
て
ゆ
っ
く
り
と
お
米
を
乾

燥
さ
せ
る
の
で
、
品
質
が
損
な
わ
れ
に

く
い
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
。

　

お
い
し
い
お
米
づ

く
り
の
た
め
保
管
方

法
に
も
こ
だ
わ
り
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的

な
玄
米
で
は
な
く
、

も
み
の
状
態
で
保
管

す
る
こ
と
で
お
米
の

酸
化
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
、
受
注

後
に
、
も
み
す
り
・
精
米
・
袋
詰
め
を

行
う
こ
と
で
、
新
米
の
よ
う
な
お
い
し

さ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
化
学

合
成
農
薬
は
使
用
せ
ず
「
安
全
・
安
心

な
米
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

■
「
か
け
干
し
」
の
あ
る
風
景

　

今
で
は
一
部
の
地
域
で
し
か
見
ら
れ

な
く
な
っ
た
「
か
け
干
し
」
で
す
が
、

機
械
化
が
進
む
前
は
あ
り
ふ
れ
た
秋
の

田
園
風
景
で
し
た
。

　

そ
ん
な
昔
な
が
ら
の
秋
の
風
景
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
ー
。
井
上
さ

ん
は
そ
ん
な
思
い
か
ら
「
『
か
け
干
し

米
』
の
収
穫
体
験
な
ど
の
取
り
組
み
が

今
後
で
き
れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し

た
。

鮎の甘露煮

新鮮なアユを甘辛く煮た

歴史ある一品

▶お問い合わせ先

　㈲守口屋

　TEL 096-234-0016

 
特
集
　
甲
佐
ブ
ラ
ン
ド
認
定
制
度

　
本
町
の
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
っ
た
農

産
物
や
そ
の
魅
力
を
生
か
し
た
加
工
品
を

町
の
特
産
品
と
し
て
認
定
し
、
町
や
甲
佐

町
商
工
会
な
ど
が
応
援
す
る
「
甲
佐
ブ

ラ
ン
ド
『
こ
う
さ
ん
も
ん
』
認
定
制
度
」
。

今
回
新
た
に
仲
間
入
り
し
た
「
西
寒
野
の

か
け
干
し
米
」
と
「
ニ
ラ
の
お
や
き
」
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
に
新
商
品
が
仲
間
入
り

 

昔
な
が
ら
の
か
け
干
し
で
作
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
・
安
心
な
米

　
　
　
　
　
「
西
寒
野
の
か
け
干
し
米
」（
井
上
良
治
さ
ん
）

にらメンコ。

本町産のニラと精肉店な

らではのひき肉を使用

▶お問い合わせ先

　大栄ファーム（高田精肉店）

　TEL 096-234-0057

あゆもなか

▶お問い合わせ先

　ぱん工房ふうさん

　TEL 096-234-2112

しっぽまであんこが

いっぱいの最中

ボシドラ焼き

▶お問い合わせ先

　（資）池田製菓舗

　TEL 096-234-0118

自家製白あんにさわやかな

梅ジャムの入ったドラ焼き

▶お問い合わせ先

　西寒野のかけ干し米

　TEL 096-285-5644
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うなぎ蒲焼き

▶お問い合わせ先

　山本建設（株）甲佐養殖場

　TEL 096-285-3452

外はこんがり、中はふっくら

口に入れるととろける食感

本
町
特
産
の
ニ
ラ
を
た
っ
ぷ
り
使
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
ば
し
く
焼
き
上
げ
た
一
品

　
　
　
　
　
　
「
ニ
ラ
の
お
や
き
」（
パ
ン
工
房
ふ
う
さ
ん
）

ニラでスープ

本町産のニラを卵でとじ

た中華スープ

▶お問い合わせ先

　ぱん工房ふうさん

　TEL 096-234-2112

ニラ侍

▶お問い合わせ先

　甲佐町商工会

　TEL 096-234-0272

本町の特産品のニラをベー

スに考案されたキャラ

井戸江峡万十

▶お問い合わせ先

　（資）池田製菓舗

　TEL 096-234-0118

白あんの中に梅の甘酢漬け

を入れて焼き上げる饅頭

マシュマロ　鮎の里

▶お問い合わせ先

　（資）池田製菓舗

　TEL 096-234-0118

マシュマロに混ぜ込まれ

たカステラがアクセント

梅酒カステラ

梅酒の香りと梅の食感が特

徴の甘さ控えめのカステラ

▶お問い合わせ先

　ぱん工房ふうさん

　TEL 096-234-2112

▶お問い合わせ先

　ぱん工房ふうさん

　TEL 096-234-2112

■
ニ
ラ
を
ぜ
い
た
く
に
使
用

　

小
麦
粉
で
作
っ
た
皮
で
具
材
を
包
み

焼
き
上
げ
る
「
お
や
き
」
。
「
パ
ン
工
房

ふ
う
さ
ん
」
の
沼
田
峰
子
さ
ん
が
考
案

し
た
「
ニ
ラ
の
お
や
き
」
は
、
本
町
特

産
の
ニ
ラ
を
ぜ
い
た
く
に
使
用
。
皮
に

も
ニ
ラ
が
混
ぜ
込
ま
れ
て
お
り
、
ほ
か

で
は
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
特

産
地
な
ら
で
は
の
一
品
で
す
。

　

具
材
は
ニ
ラ
と
豚
肉
。
栄
養
価
に
も

気
を
配
っ
て
旬
の
野
菜
も
使
用
。
ニ
ラ

も
野
菜
も
本
町
産
の
も
の
を
使
っ
て
い

ま
す
。
１
パ
ッ
ク
（
２
個
入
り
）
で
、

大
人
１
食
分
の
栄
養
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
れ
る
よ
う
分
量
を
調
節
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
か
ら
、
具
材
に
玉
ね
ぎ
を

混
ぜ
て
甘
さ
を
加
え
、
ニ
ラ
が
苦
手
な

人
で
も
食
べ
や
す
い
よ
う
仕
上
げ
て
い

ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
で
も
人
気
の
商
品

　

注
文
が
入
っ
て
か
ら
焼
き
上
げ
る
実

演
販
売
を
町
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
「
ろ

く
じ
館
」
や
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で

行
っ
て
お
り
、
完
売
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
。

　

２
０
０
個
が
２
時
間
で

完
売
し
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
人
気
の
商
品
。

「
甲
佐
町
で
行
わ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
必
ず
出
店

し
ま
す
」
と
話
す
沼
田
さ

ん
の
焼
き
た
て
お
や
き

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「こうさんもん」

認定品一覧
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平
成
30
年
消
防
団
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検

大
切
な
郷
土
を
守
る
強
い
団
結
力

町

消

防

団

員

の

結

束

し

た

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

を

発

揮

　
３
月
25
日
（
日
）
甲
佐
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
平
成
30
年
町
消
防
団
（
松

尾
憲
親
団
長
３
３
５
人
）
の
出
初
式
お

よ
び
消
防
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
奥
名
克
美
町
長
が
式
辞
、

松
尾
団
長
が
訓
示
。
防
災
功
労
者
表
彰

な
ど
の
各
表
彰
状
の
伝
達
お
よ
び
贈
呈

や
、
若
草
保
育
園
（
元
村
健
正
園
長
96

人
）
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
19
人
に
よ
る

通
常
点
検
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
の
部
で
は
、
第
３
分
団

（
白
旗
地
区
）
が
優
勝
。
操
法
競
技
の

部
で
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
は
第
１
分
団

第
７
部
（
北
部
地
区
）
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
は
第
４
分
団
第
８
部
（
府
領
）
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

●
競
技
成
績

◆
通
常
点
検
の
部

・
優
勝

　
第
３
分
団
（
白
旗
地
区
）

・
２
位

　
第
１
分
団
（
甲
佐
地
区
）

▶
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
な
ど
を
伝
達

▶
団
員
た
ち
に
訓
示
す
る
松
尾
団
長

Public Relations KOSA
May 2018 4
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・
３
位

　
第
２
分
団
（
竜
野
地
区
）

◆
操
法
競
技
の
部

▼
ポ
ン
プ
車
の
部

・
優
勝
　
第
１
分
団
第
７
部
（
北
部
地
区
）

・
２
位
　
第
１
分
団
第
４
部
（
岩
下
）

・
３
位

　
第
１
分
団
第
１
部
（
東
西
寒
野
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
の
部

・
優
勝

　
第
４
分
団
第
８
部
（
府
領
）

・
２
位
　
第
１
分
団
第
６
部
（
緑
町
）

・
３
位
　
第
２
分
団
第
１
部
（
上
早
川
）

●
表
彰
（
敬
称
略
）

◆
防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
・

　
甲
佐
町
消
防
団

◆
日
本
消
防
協
会
会
長
表
彰
・
竿
頭

　
綬
・
甲
佐
町
消
防
団

◆
熊
本
県
知
事
表
彰
・
永
年
勤
続
功
労

　
章
・
池
田
実
、
杉
野
光
章
、
上
古
閑

　
一
徳
、
井
芹
宏
幸

　

◆
熊
本
県
消
防
協
会
・
功
績
章

　
高
崎
弘
行
、
古
住
智
孝
、
中
原
智
博
、

　
佐
藤
大
治
、
嶋
田
全
志
、
山
本
純
一
、

　
平
野
令
司
、
岡
本
至
央
、
前
田
真
一
、

　
宮
長
圭
伸

◆
熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
・
勤
績
章

　
田
上
和
広
、
井
本
大
祐
、
豊
田
祐
也
、

　
上
田
真
一
、
佐
藤
竜
也
、
大
村
純
一
、

　
古
閑
潤
一
、
池
上
直
樹
、
五
嶋
俊
宏
、

　
奥
村
透
、
本
田
紘
一
、
作
本
浩
志
、

　
竹
田
信
聡
、
一
圓
仁
、
久
米
修
永
、

　
井
芹
結
生
、
井
芹
雄
也
、
伊
佐
由
紀

　
夫
、
上
田
晋
也
、
福
島
永
二
、
小
畠

　
正
信
、
本
田
恵
太

◆
優
秀
行
政
区
・
優
秀
部
表
彰

　
下
横
田
区
（
第
２
分
団
第
３
部
）

▶
甲
佐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
町
消
防
団
出
初
式
お
よ
び
消
防
点
検

▶
若
草
保
育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

Public Relations KOSA
May 20185
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・
職
員
人
事
、
福
利
厚
生
、
条
例
・
規
則
の

　
制
定
改
廃
、
選
挙
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
文
書
の
収
発
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保
護
、

　
行
政
区
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
予
算
編
成
、
財
政
運
営
、
町
有
財
産
管
理
、
工

　
事
入
札
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
消
防
に
関
す
る
こ
と

■
総
務
課
の
３
係
の
改
編

　

総
務
課
内
の
体
制
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
、
職
務
分
掌
の
見
直
し
を
実
施

し
て
改
編
し
ま
し
た
。

　

役
場
組
織
内
部
に
係
る
人
事
や
服
務

お
よ
び
法
制
執
務
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

旧
総
務
係
を
行
政
係
と
し
ま
し
た
。
ま

た
旧
財
政
係
に
管
財
部
門
を
統
合
し
、

契
約
関
係
の
一
元
管
理
す
る
財
務
係
を

設
置
。
消
防
係
を
除
く
そ
の
ほ
か
の
業

務
に
つ
い
て
執
り
行
う
庶
務
係
を
設
置

し
ま
し
た
。

総
務
課

企
画
課

地
域
振
興
課

企
画
政
策
係

地
域
振
興
係

商
工
観
光
係

税
務
課

住
民
生
活
課

福
祉
課

環
境
衛
生
課

住
民
税
係

固
定
資
産
税
係

徴
収
係

住
民
係

保
険
係

社
会
福
祉
係

介
護
保
険
係

子
ど
も
・
障
が
い
福
祉
係

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
５

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
９

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
５
５

・
町
振
興
計
画
、
陳
情
請
願
、
行
財
政
改
革
な
ど

　
に
関
す
る
こ
と

・
企
業
誘
致
、
定
住
、
公
共
交
通
、
情
報
発
信
な

　
ど
に
関
す
る
こ
と

・
商
工
業
・
企
業
振
興
、
観
光
、
物
産
振
興
な
ど

　
に
関
す
る
こ
と

・
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
税
証
明
な
ど

　
に
関
す
る
こ
と

・
固
定
資
産
税
、
地
籍
調
査
の
情
報
管
理
な
ど
に

　
関
す
る
こ
と

・
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お
よ
び
県
民
税
の
徴

　
収
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
戸
籍
、
住
民
基
本
台
帳
、
国
民
年
金
、
各
種
届

　
出
お
よ
び
証
明
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
な
ど
に
関

　
す
る
こ
と

・
民
生
・
児
童
委
員
、
生
活
保
護
、
消
費
者
行
政
、

　
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
福
祉
、
児
童
手
当
、
子
ど
も
医
療
、
障
が

　
い
者
の
福
祉
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
保
険
に
関
す
る
こ
と

行
政
係

財
務
係

庶
務
係

消
防
係

【総務課】【総務課】

■平成30年度 ■昨年度まで

【企画課】

【地域振興課】

【企画課】振

■平成30年度 ■昨年度まで振

■
企
画
課
か
ら
地
域
振
興
課
を
新
設

　

政
策
立
案
機
能
を
充
実
さ
せ
、
今

後
の
地
方
創
生
に
対
応
し
た
体
制
を
強

化
す
る
目
的
で
、
企
画
課
の
業
務
を
分

割
し
て
地
域
振
興
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

企
画
課
に
は
、
全
庁
的
な
政
策
立
案
、

統
計
お
よ
び
今
後
の
行
政
運
営
を
全
庁

的
に
運
用
す
る
行
財
政
改
革
な
ど
を
担

当
す
る
企
画
政
策
係
を
設
置
。

　

ま
た
地
域
振
興
課
に
は
、
定
住
施
策
、

人
口
増
対
策
な
ど
の
地
方
創
生
に
係
る

事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
定
住
事
業
、

企
業
誘
致
、
情
報
発
信
な
ど
を
担
当
す

る
地
域
振
興
係
、
商
工
観
光
な
ど
を
担

当
す
る
商
工
観
光
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼

▼

く
ら
し
安
全
推
進
室

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
６
７

く
ら
し
安
全
推
進
係

・
防
災
・
防
犯
な
ど
に
関
す
る
こ
と

～町の組織の一部が変わりました～

地域振興係

商工観光係

企画政策係

商工観光振興係　

企画政策係　

行革情報係　

行　政　係　

財　務　係

庶　務　係

総　務　係　

文書管財係

財　政　係
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■
税
務
課
の
係
の
再
編

　

税
務
課
は
、
課
税
係
を
分
割
し
、
住
民

税
係
と
固
定
資
産
税
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
固
定
資
産
税
係
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
相
続
登
記
が
な
さ
れ
な
い
不

動
産
な
ど
に
つ
い
て
の
適
正
課
税
を
強
化

し
ま
す
。
公
平
公
正
な
税
行
政
を
推
進
し

ま
す
。

農
政
課

建
設
課

会
計
課

経
営
係

整
備
係

農
地
係

建
設
係

管
理
係

住
宅
係

環
境
衛
生
係

水
道
係

会
計
係

社
会
教
育
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
係

社
会
体
育
係

学
校
教
育
係

甲 佐 町 組 織 図
（平成30年４月１日～）

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
９
５

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
８
３

【税務課】

・
農
業
経
営
、
農
畜
産
物
の
生
産
振
興
、
農
業
振

　
興
地
域
整
備
計
画
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
農
林
業
施
設
の
整
備
・
管
理
お
よ
び
災
害
復
旧

　
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
農
業
委
員
会
、
農
業
者
年
金
、
農
業
経
営
基
盤

　
強
化
な
ど
に
関
す
る
こ
と
　

・
町
道
・
町
管
理
河
川
、
法
定
外
の
道
路
・
水
路

　
の
管
理
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
公
共
土
木
施
設
の
工
事
・
災
害
復
旧
工
事
、
交

　
通
安
全
施
設
工
事
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
公
営
住
宅
の
整
備
・
管
理
、
民
間
住
宅
な
ど
に

　
関
す
る
こ
と

・
ご
み
・
し
尿
処
理
、
産
業
廃
棄
物
、
公
害
の
防

　
止
、
水
質
保
全
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
上
水
道
、
簡
易
水
道
、
水
道
給
水
施
設
な
ど
に

　
関
す
る
こ
と

・
現
金
・
有
価
証
券
・
物
品
の
出
納
お
よ
び
保
管

　
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

・
成
人
・
青
少
年
教
育
、
公
民
館
な
ど
社
会
教
育

　
施
設
の
管
理
運
営
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
体
育
振
興
、
社
会
体
育
団
体
な
ど
の
育
成
お
よ

　
び
支
援
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
学
校
そ
の
他
教
育
機
関
の
設
置
・
管
理
お
よ
び

　
廃
止
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
学
校
給
食
な
ど
に
関
す
る
こ
と
　

■平成30年度 ■昨年度まで

■
町
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
に
環
境
衛
生
課
は
移
動
し
ま
し
た　

　

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
は
昨
年
度
ま
で
役
場
庁
舎
２
階
に
あ
り
ま
し
た
が
、
町

水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
ま
し
た
。

▼ お問い合わせ先　町総務課　TEL096-234-1140（内線221）

▼

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
係

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

・
町
民
の
健
康
相
談
、
健
康
診
査
、
保
健
指
導
、

　
予
防
接
種
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
な
ど
の
被
保
険
者

　
の
包
括
的
支
援
、
介
護
予
防
な
ど
に
関
す
る
こ
と

町
民
セ
ン
タ
ー

議
会
事
務
局

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
５
９

TEL
０
９
６
‐
２
３
５
‐
８
７
１
１

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
９
８

※名称などに変更のある係は緑色太字で表示しています

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
１
０
２

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
２
５
５

教育委員会

■平成30年度 ■昨年度まで

【建設課】【建設課】

▼

■平成30年度 ■昨年度まで

【農政課】【農政課】

▼

■
農
政
課
の
係
の
再
編

　

農
政
課
に
つ
い
て
は
、
農
林
振
興
部
門

の
強
化
を
図
る
た
め
、
農
業
経
営
部
門
お

よ
び
今
後
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
農
業

基
盤
整
備
事
業
の
推
進
な
ど
の
施
設
整
備

部
門
を
分
割
。
整
備
係
と
経
営
係
を
設
置

し
ま
し
た
。

■
建
設
課
の
係
の
再
編

　

建
設
課
に
つ
い
て
は
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
災
害
公
営
住
宅
や
子
育
て
支
援
住

宅
の
建
設
、
管
理
、
町
営
住
宅
の
長
寿
命

化
お
よ
び
建
て
替
え
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

民
間
の
住
宅
へ
の
対
応
な
ど
を
強
化
す
る

た
め
、
住
宅
係
を
設
置
し
ま
し
た
。

管理係

住宅係
管理係 農林振興係

経営係

整備係

【税務課】

住民税係

固定資産税係
課税係

管理係

住宅係

建設係 建設係 農地係 農地係 徴収係 徴収係
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■
平
成
30
年
４
月
１
日
付
け
町
組 

　
織
人
事
異
動

●
総
務
課
▼
同
課
審
議
員
﹇
兼
庶

務
係
長
﹈
・
奥
村
伸
二
（
上
益
城

広
域
連
合
事
務
局
長
）
▼
行
政
係

長
・
奥
名
雄
吉
（
同
課
総
務
係

長
）
、
同
係
・
髙
森
麻
里
（
熊
本

県
市
町
村
課
派
遣
）
▼
庶
務
係
・

中
村
聡
健
（
企
画
課
）
▼
財
務
係

長
・
羽
祢
田
直
美
（
同
課
財
政
係

長
）
、
同
係
・
郷
史
嘉
（
税
務
課
）

●
企
画
課
▼
企
画
課
長
・
一
圓
秋

男
（
熊
本
県
中
央
一
般
廃
棄
物
処

理
施
設
整
備
促
進
協
議
会
事
務
局

長
）
▼
企
画
政
策
係
長
・
田
上
和

広
（
税
務
課
課
税
係
長
）

●
地
域
振
興
課
▼
地
域
振
興
課

長
・
北
畑
公
孝
（
企
画
課
長
）
、

同
課
長
補
佐
・
木
山
真
由
美
（
企

画
課
長
補
佐
）
▼
地
域
振
興
係

長
・
木
村
徹
（
企
画
課
行
革
情
報

係
長
）
、
同
係
・
池
田
り
か
（
企

画
課
）
、
山
村
豪
（
農
政
課
）
、
山

下
智
晴
（
税
務
課
）
▼
商
工
観
光

係
長
・
内
田
健
司
（
企
画
課
商
工

観
光
振
興
係
長
）
、
同
係
・
中
川

慎
士
（
建
設
課
）

●
税
務
課
▼
住
民
税
係
長
・
久
米

修
永
（
同
課
）
▼
固
定
資
産
税
係

長
・
松
野
洋
幸
（
福
祉
課
社
会
福

祉
係
長
）
▼
徴
収
係
・
高
見
拓
郎

（
農
政
課
）
、
石
橋
拓
也
（
同
課
）

●
住
民
生
活
課
▼
保
険
係
・
松
本

里
穂
（
新
規
採
用
）

●
福
祉
課
▼
社
会
福
祉
係
長
・
田

上
美
紀
（
企
画
課
）
、
同
係
・
浅

木
友
治
（
農
政
課
）
▼
子
ど
も
・

障
が
い
福
祉
係
長
・
緒
方
文
代

（
同
課
）
、
同
係
・
緒
方
綾
子
（
総

務
課
）
、
河
田
朋
華
（
新
規
採
用
）

●
農
政
課
▼
同
課
審
議
員
﹇
兼
整

備
係
長
﹈
・
川
端
励
志
（
同
課
審

議
員
兼
農
林
振
興
係
長
）
▼
経
営

係
長
・
甲
斐
高
士
（
企
画
課
企
画

政
策
係
長
）
、
同
係
・
吉
永
巧

（
町
民
セ
ン
タ
ー
）
▼
整
備
係
・

丘
誠
一
郎
（
新
規
採
用
）
、
河
村

敏
治
（
任
期
付
更
新
）
▼
農
地
係

﹇
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
﹈
・
本
田

裕
一
郎
（
再
任
用
更
新
）

●
建
設
課
▼
建
設
課
長
補
佐
・
南

智
彦
（
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
）
▼
管
理
係
・
西
口
明
日
香

（
新
規
採
用
）
▼
建
設
係
・
伊
佐

坂
光
輝
（
任
期
付
更
新
）
、
松
岡

竜
也
（
新
規
採
用
）
▼
住
宅
係

長
・
田
上
大
助
（
学
校
教
育
課
学

校
教
育
係
長
）
、
同
係
・
小
柳
弘

美
（
任
期
付
更
新
）

●
町
民
セ
ン
タ
ー
▼
町
民
セ
ン

タ
ー
・
松
岡
博
信
（
会
計
課
会
計

係
長
）

●
議
会
事
務
局
▼
議
会
事
務
局
事

務
長
﹇
監
査
事
務
事
務
長
兼
務
﹈・

早
﨑
伊
津
子
（
総
務
課
文
書
管
財

係
長
）

●
学
校
教
育
課
▼
学
校
教
育
係

長
・
山
本
洋
子
（
議
会
事
務
局
事

務
長
兼
監
査
事
務
事
務
長
）
、
同

係
・
木
村
智
香
（
住
民
生
活
課
）

●
社
会
教
育
課
▼
社
会
教
育
係
・

甲
斐
敬
大
（
企
画
課
）
、
中
野
尚

（
福
祉
課
）
、
上
高
原
聡
（
新
規
採

用
）

■
出
向
派
遣

●
上
益
城
広
域
連
合
へ
派
遣
▼
福

祉
係
長
・
美
濃
田
知
也
（
福
祉
課

子
ど
も
・
障
が
い
福
祉
係
長
）

●
熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
促
進
協
議
会
へ
派
遣
・
後

藤
理
恵
子
（
学
校
教
育
課
）

●
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
市

町
村
課
へ
派
遣
・
吉
川
英
徳
（
総

務
課
）

※[

か
っ
こ]

内
は
兼
務
、（
か
っ

　

こ
）
内
は
旧
職
ま
た
は
旧
所
属

　

先

■
平
成
30
年
４
月
１
日
中
長
期
的

　
派
遣
職
員
併
任
辞
令

　

熊
本
地
震
の
発
生
に
伴
い
、
町

で
は
平
成
28
年
度
か
ら
震
災
復
興

の
た
め
、
県
内
外
か
ら
多
数
の
派

遣
職
員
の
方
に
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

●
建
設
課
▼
建
設
係
・
奥
薗
達
也

（
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市
）
、
上
谷

圭
吾
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）
、

長
岡
恵
輔
（
鹿
児
島
県
伊
佐
市
）
、

蒲
ヶ
原 

敬
嗣
（
鹿
児
島
県
鹿
児

島
市
）
▼
住
宅
係
・
野
付
祐
司

（
鹿
児
島
県
出
水
市
）

●
農
政
課
▼
整
備
係
・
德
丸
裕
祐

（
山
鹿
市
）
、
宮
﨑
康
德
（
熊
本
県

土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）

※
（
か
っ
こ
）
内
は
派
遣
元

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　

（
内
線
２
２
１
）

i お 知 ら せ

平成30年度町組織人事異動

今年度もよりよい行政サービスを目指します
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■
介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
見

　

直
し
て
変
更
さ
れ
ま
す

　

介
護
保
険
料
は
3
年
ご
と
に
見
直

さ
れ
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
第
7
期

(

２
０
１
８
〜
２
０
２
０
年
度)

の

新
し
い
保
険
料
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
介
護
保
険
の

利
用
者
の
増
加
や
介
護
報
酬
改
定
な

ど
に
よ
り
、
給
付
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た

め
に
、
町
の
介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
で
、
保
険
料
の
抑

制
を
図
り
ま
し
た
が
、
保
険
料
を
上

げ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

る
特
別
徴
収
の
被
保
険
者
に
は
、
4

月
に
仮
徴
収
額
の
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
29
年
分
の
所
得
総

額
お
よ
び
平
成
30
年
度
の
住
民
税
額

が
6
月
に
決
定
さ
れ
る
た
め
に
、
そ

の
後
に
、
新
し
く
決
定
し
た
保
険
料

の
通
知
書
を
特
別
徴
収
の
被
保
険
者

お
よ
び
普
通
徴
収(

納
付
書
お
よ
び

口
座
振
替
で
の
徴
収)

の
被
保
険
者

に
送
付
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

料
は
、
制
度
を
運
営
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
保
険
料
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
１
・
１
４
２
）

�����������������

������������������

所得段階 対象者 保険料率
保険料

（年額）

����

①生活保護受給者②住民税非課税世帯でかつ老齢福

祉年金受給の者③住民税が世帯非課税でかつ課税年

金収入額と合計所得金額の合計が80万円以下の者

�������� �������

����
住民税非課税世帯で、前年の年金収入額と合計所得

金額の合計が80万円を超え120万円以下の者

�������� �������

����
住民税が世帯非課税でかつ課税年金収入額と合計所

得金額の合計が120万円を超える者

����
本人が住民税非課税・世帯課税でかつ課税年金収入

額と合計所得金額の合計が80万円以下の者
������� �������

����

����

本人が住民税非課税・世帯課税でかつ課税年金収入

額と合計所得金額の合計が80万円を超える者
��� �������

����
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が120万円未

満の者
������� �������

����
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が120万円以

上200万円未満の者
������� ��������

����
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が200万円以

上300万円未満の者
������� ��������

����
本人が住民税課税でかつ合計所得金額が300万円以

上の者
������� ��������

■65歳以上の人の（第１号被保険者）の平成30年度からの介護保険料（年間）
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４
月
４
日
（
水
）
町
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
の
「
甲
佐
町
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
、
開
所
１
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
民
の
健
康
増

進
や
疾
病
の
予
防
、
介
護
予
防
の
推

進
の
た
め
に
町
が
設
置
し
、
㈱
く
ま

も
と
健
康
支
援
研
究
所
が
運
営
。
施

設
内
に
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
や

身
体
の
筋
肉
量
な
ど
が
分
析
で
き
る

体
組
成
計
が
設
置
さ
れ
、
常
駐
ス

タ
ッ
フ
が
機
器
の
使
い
方
や
効
果
的

な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
約
30
人
は
体
操
で
体
を
動

か
し
、
お
楽
し
み
抽
選
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　４月４日（水）町生涯学習センターで、横

断旗の贈呈式が行われました。

　白旗の㈱大福物流（藤田章代表取締役社

長）が、春の全国交通安全運動にあわせて児

童の通学路での交通安全に貢献するため、町

教育委員会に150本を贈呈。贈呈式では、同

社の一柳修一常務から蔵田勇治町教育長に横

断旗が手渡されました。蔵田教育長は「子ど

もたちの存在をドライバーに知らせる力にな

ります」と謝辞を述べました。

　旗は、町内の通学路に設置されています。

新１年生入学おめでとう　

平成30年度小・中学校入学式

健康づくりをお手伝い　　

フィットネスセンター開所１周年記念イベント

横断旗150本を町に贈呈

㈱大福物流の地域貢献活動

▼龍野小学校入学式で名前を呼ばれて起立する新１年生

▲蔵田教育長（左）に横断旗を手渡す一柳常務（右）

▼

１
周
年
イ
ベ
ン
ト
で
体
操
を
行
う
参
加
者

　

４
月
10
日
（
火
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
平

成
30
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
度
新
入
生
は
甲
佐
小

37
人
、
龍
野
小
23
人
、
乙
女
小
19

人
、
白
旗
小
16
人
で
、
町
内
小
学

校
全
体
で
は
95
人
。
甲
佐
中
学
校

に
は
86
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

龍
野
小
学
校
（
江
上
知
男
校
長

1
５
４
人
）
で
は
、
同
小
体
育
館

で
入
学
式
を
開
催
。
上
級
生
や
保

護
者
な
ど
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
て
、

新
入
児
童
が
元
気
よ
く
入
場
し
て

開
式
。
は
じ
め
に
入
学
児
童
氏
名

報
告
が
行
わ
れ
、
新
入
児
童
た
ち

は
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声

で
返
事
を
し
起
立
し

ま
し
た
。

　

江
上
校
長
が
「
皆

さ
ん
の
入
学
を
、
と

て
も
楽
し
み
に
待
っ

て
い
ま
し
た
。
先
生

方
や
お
家
の
人
の
お

話
を
し
っ
か
り
聞
い

て
、
勉
強
や
運
動
を

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
式
辞
。

　

奥
名
町
長
は
「
先

生
た
ち
や
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
、
同
じ
１

年
生
の
お
友
た
ち
と

早
く
仲
良
く
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
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　町内の３地区の災害公営住宅の建設が始まるこ

とに伴い、４月10日（火）には白旗地区、４月

11日（水）には乙女地区の安全祈願祭が、また

４月18日（水）には甲佐地区の起工式が、それ

ぞれの建設予定地で執り行われました。

　甲佐地区予定地（豊内）で行われた同式は、施

工会社の山王㈱が主催。奥名克美町長や緒方哲哉

町議会議長、増永慎一郎県議会議員、奥田哲夫区

長会会長など県や町の関係者や建設関係者など約

40人が出席して工事の安全を祈願しました。

　同住宅は、熊本地震の被災者支援および震災か

らの創造的復興のため、「町震災復興計画」に基

づき、町が県に委託して整備を進めているもの。

式典では、奥名町長が「復興のシンボルにした

い」とあいさつしました。

　建設を進めている災害公営住宅は、甲佐地区が

30戸、乙女地区が12戸、白旗地区が10戸の合計

52戸で、平成31年春に完成を予定しています。

　甲佐地区には子育て支援住宅、防災公園および

災害公営住宅の一体的な整備を実施する予定です。

　３月26日（月）町役場で、町と生活協同

組合くまもととの「生活応援包括連携に関す

る協定」の調印式が行われました。

　同協定は、同組合（吉永章理事長）が本町

での業務を通じて見守り活動を行うことによ

り、住民の安否や異変の発見、道路などの異

状を町に通報してもらうことで、安全で安心

して暮らせる地域を実現することを目的とし

て締結しました。

　また、災害時における応急生活物資の供給

などの相互協力を行います。

地域の見守り協定を締結

町と生活協同組合くまもとが調印式

▲調印後に握手を交わす吉永理事長（左）と奥名町長

本町の創造的復興を目指して

３地区の災害公営住宅建設予定地で安全祈願

▲４月18日（水）、甲佐地区の災害公営住宅建設予定地で行われた起工
式で、工事の安全を祈願する奥名町長

　

町
内
の
２
選
手
が
、
全
国
大
会
で

活
躍
し
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
（
月
）
〜
28
日
（
水
）

香
川
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
等
学

校
空
手
道
選
抜
大
会
に
、
霍
本
萌
選

手
（
九
州
学
院
高
３
年
・
上
豊
内

区
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
霍
本
選
手

は
、
団
体
組
手
で
３
試
合
に
出
場
。

同
高
は
ベ
ス
ト
16
に
進
出
し
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

東
京
都
な
ど
で
開
催
さ
れ
た
都
道
府

県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
に
、
澤
田
留
衣
選
手
（
甲
佐

中
３
年
・
有
安
区
）
が
出
場
し
ま
し

た
。
澤
田
選
手
は
県
選
抜
の
チ
ー
ム

の
セ
ン
タ
ー
で
２
試
合
に
出
場
。

チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
し
て
、
攻
守

に
わ
た
り
活
躍
し
ま
し
た
。

本町の２選手が活躍　　

バスケットボールと空手の全国大会に出場

▼

霍
本
選
手
（
右
）
と
澤
田
選
手
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096‒234‒1113( 内線106)

■
平
成
30
年
度
か
ら
国
保
税
の
税
率

　
な
ど
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
30
年
度
か

ら
制
度
が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
と
市

町
村
が
共
同
保
険
者
と
な
り
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
都
道
府
県
単
位
で
の
被

保
険
者
の
資
格
管
理
に
な
っ
た
り
、
保

険
証
の
有
効
期
限
が
変
更
さ
れ
る
な
ど

の
改
正
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の
計

算
方
法
や
税
率
も
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
「
医
療
分
」
、
「
後
期
支

援
分
」
、
「
介
護
分
」
を
そ
れ
ぞ
れ
前
年

の
所
得
を
基
に
計
算
す
る
所
得
割
、
そ

の
年
の
固
定
資
産
税
額
を
基
に
計
算
す

る
資
産
割
、
被
保
険
者
数
に
応
じ
て
計

算
す
る
均
等
割
、
各
世
帯
に
掛
か
る
平

等
割
の
４
方
式
で
計
算
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
「
医
療
分
」

と
「
後
期
支
援
分
」
を
所
得
割
、
平
等

割
、
均
等
割
の
３
方
式
、
「
介
護
分
」

を
所
得
割
と
均
等
割
の
２
方
式
で
計
算

し
ま
す
。

　

税
率
に
つ
い
て
は
、
県
が
被
保
険
者

数
や
所
得
額
、
標
準
的
な
収
納
率
な
ど

を
用
い
て
計
算
す
る
標
準
保
険
税
率
を

参
考
に
町
が
決
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
算
方
法
と
税
率
の
変
更
で
世

帯
に
よ
っ
て
は
国
保
税
の
負
担
が
増
加

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
国
保
の

健
全
運
営
の
た
め
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券

　
を
発
行
し
て
い
ま
す

　

あ
ん
ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
な
ど
の
治

療
を
受
け
る
際
に
治
療
券
を
町
と
協
定

を
締
結
し
た
施
術
業
者
に
提
出
す
る
こ

と
で
、
１

回
の
治
療
に
対
し
１
，

０
０
０
円
が
補
助
さ
れ
る
「
あ
ん
ま
・

は
り
・
き
ゅ
う
治
療
券
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。
国
保
被
保
険
者
で
治
療
券
が

必
要
な
人
は
、
被
保
険
者
証
と
印
か
ん

を
ご
準
備
の
上
、
町
住
民
生
活
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
券
は
、
１
世
帯
当
た
り
に
12
枚

（
１
枚
に
つ
き
１
，
０
０
０
円
を
補

助
）
発
行
し
、
有
効
期
限
は
翌
年
の
３

月
31
日
で
す
。

福
祉

町福祉課　TEL096‒234‒1114（内線143）　

　

福
祉
に
関
す
る
手
当
の
額
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
（
数
字
は
す
べ
て
平
成
30

年
度
の
月
額
の
手
当
額
）

●
児
童
扶
養
手
当

　

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
子
ど
も
が
育
成
さ
れ
る
家
庭

（
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
）
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当

▼
対
象
児
童
が
1
人
の
と
き

・
全
額
支
給　

４
２
，
５
０
０
円　

・
一
部
支
給　

４
２
，
４
９
０
円
〜　

　

１
０
，
０
３
０
円

▼
対
象
児
童
が
2
人
の
と
き

　

１
０
�

０
４
０
円　

※
一
部
支
給
の
場
合
は
、
１
０
，
０
３
0

　

円
〜
５
，
０
２
０
円

▼
対
象
児
童
が
3
人
以
上
の
と
き

　

１
人
に
つ
き
６
，
０
２
０
円
加
算　

※
一
部
支
給
の
場
合
は
、
６
，
０
１
０

　

円
〜
３
，
０
１
０
円

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

在
宅
で
中
程
度
以
上
の
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級

　

５
１
，
７
０
０
円

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
2
級

　

３
４
，
４
３
０
円

●
特
別
障
害
者
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
に
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
支
給
す

る
手
当

　

２
６
，
９
４
０
円

●
障
害
児
福
祉
手
当

　

在
宅
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
人
に
対
し
て
支
給
す
る
手
当

　

１
４
，
６
５
０
円

●
経
過
的
福
祉
手
当

　

福
祉
手
当
制
度
の
廃
止
後
、
福
祉
手

当
を
受
給
し
て
い
た
も
の
（
20
歳
以

上
）
で
特
別
障
害
者
手
当
の
要
件
に
は

該
当
せ
ず
、
か
つ
障
害
基
礎
年
金
も
支

給
さ
れ
な
い
障
が
い
者
に
対
し
て
従
前

の
例
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
手
当

　

１
４
，
６
５
０
円

※
各
手
当
は
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が

　

あ
り
ま
す
。

福祉に関する手当ての
額 の 変 更 に つ い て

詳しくは町福祉課にお問い合わせください

国 民 健 康 保 険 税 の
税率などが変わります

詳しくは町住民生活課へお問い合わせください
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男
女
共
同
参
画

町教育委員会社会教育課　TEL096‒234‒2447（内線323）

■
「
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ

　
ク
ト
」
と
は
？

　

「
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
は
、
妻
の
産
後
す
ぐ
に
、
休
暇
を
取

る
男
性
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。

　

妻
の
出
産
や
育
児
の
た
め
に
長
期
の

休
暇
は
取
り
に
く
い
と
い
う
場
合
で

も
、
１
日
か
２
日
の
休
暇
、
そ
れ
が
難

し
い
人
で
も
、
半
日
の
休
暇
な
ら
ば
取

れ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
男
性
も
そ
う
し
た
パ
パ
の
「
産
休
」

を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の
働
き
方
を
見

直
し
、
家
事
や
育
児
の
体
験
を
通
じ
、

自
分
の
家
庭
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

か
け
が
え
の
な
い
命
の
誕
生
の
時

に
、
家
族
が
時
を
共
に
し
、
夫
婦
で
一

緒
に
子
育
て
を
始
め
、
絆
（
き
ず
な
）

を
い
っ
そ
う
深
め
る
。
「
さ
ん
き
ゅ
う

パ
パ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
そ
ん
な

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
パ
パ
の
「
産
休
」
を
取
る
タ
イ
ミ

　
ン
グ
は
？

　

パ
パ
の
「
産
休
」
に
あ
た
っ
て
、
長

期
の
休
暇
は
取
れ
な
い
場
合
は
、
子
ど

も
が
生
ま
れ
る
日
や
退
院
す
る
日
、
出

生
届
け
を
出
す
日
、
ま
た
、
産
後
の
定

期
健
診
の
日
や
妻
の
体
調
が
悪
く
夫
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
日
な
ど
で
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
上
の
子
が
い
る
場
合
は
、

上
の
子
の
面
倒
を
パ
パ
が
み
れ
る
と
い

い
で
す
ね
。

■
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
準
備
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

　
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
で
は
、

男
性
の
「
産
休
」
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
た
め
、
『
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
準

備
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
を
作
成
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の

冊
子
で
は
、
妊
娠
中
か
ら
出
産
、
産
後

ま
で
、
女
性
は
ど
の
よ
う
な
体
や
心
の

変
化
を
経
験
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

つ
ら
さ
を
感
じ
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
を
理
解
す

る
助
け
に
な
り
ま
す
。

▼
さ
ん
き
ゅ
う
パ
パ
準
備
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

URL

http://w
w

w
8.cao.go.jp/shoushi/shoushika/

　

etc/project/book.htm
l

パ パ が 産 休
家 族 に サ ン キ ュ ウ

～ さ ん き ゅ う パ パ プ ロ ジ ェ ク ト ～

国
民
年
金

町住民生活課　TEL096‒234‒1113 （内線104）　

■
国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必

　
要
で
す

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
方
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
法

律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
先
を
退
職
さ
れ
た
と
き
は
、
厚

生
年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
の
変
更
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
勤
務
先
を

退
職
さ
れ
た
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
配

偶
者
の
方
や
、
収
入
が
増
加
し
た
こ
と

で
扶
養
か
ら
外
れ
た
配
偶
者
の
方
も
、

国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
手
続
き
が
必

要
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
20
歳
に
な
ら
れ

た
学
生
の
方
も
届
出
が
必
要
で
す
。

■
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
国
民
年
金
保
険
料
は
、

１
６
，
３
４
０
円
（
月
額
）
で
す
。

　

こ
の
定
額
料
に
、
毎
月
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
将
来
受
給
す
る
年
金
額
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
※
付
加
年
金

の
加
入
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
）

ま
た
、
２
年
分
、
１
年
分
、
６
カ
月
分

を
ま
と
め
て
前
払
い
す
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
、
割
引
が
適

用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
、
納
付
対
象

月
の
翌
月
末
日
で
す
。
納
付
期
限
ま
で

に
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、
万
が
一
の

と
き
に
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
所
得
が
一
般
的
に
少

な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
老
後
の
受
け
取
り

だ
け
で
な
く
、
万
が
一
け
が
や
病
気
な

ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
、
保
障
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

納
付
が
で
き
な
い
方
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
の
申
請
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

承
認
期
間
は
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
で
、
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年

金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
計

算
さ
れ
ま
す
が
、
金
額
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
で
き
る
追
納
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
す
た
め
に
、
追
納
を
お
勧
め
し
ま

す
。
申
請
に
は
、
学
生
証
ま
た
は
在
学

証
明
書
が
必
要
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
東
年
金
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
８
１
４
４



Library

町生涯学習センター図書室からの５月のおすすめ図書

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

�������������

�������������

����������

�町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

仙台市の福祉保健事務所課長・

三雲が、拘束状態の餓死死体で

発見された。三雲は人格者とし

て知られ、怨恨が理由とは考え

にくい。捜査は暗礁に乗り上げ

る…。怒り、哀しみ、憤り、葛

藤、正義、この国の制度に翻弄

される当事者たちの感情がぶつ

かり合い、読者の心を強く揺さ

ぶります。読み応えのある社会

派ミステリーです。

NHK 出版

小説

読者の心を揺さぶる社会派ミステリー

中山 七里著 /『護られなかった者たちへ』

くまとすもうをとった「きんたろう」のその後は？

杉山 亮文 竹内 通雅絵 /『きんたろう』

アスリートの食事で、より美しく健康に！

細野 恵美著 /『強く、美しくなる食事』

筋肉で引き締まったカラダ、ツ

ヤのある髪や肌、不調知らずの

タフさ…。かっこいい女性はた

んぱく質を取っている！浅田真

央、高梨沙羅、錦織圭ら一流ア

スリートを担当した管理栄養士

が、強く美しいカラダをつくる

食習慣をわかりやすく解説して

います。簡単ヘルシーレシピつ

きなので、基本のメニューをす

ぐに取り入れることができます。

大和書房

教養娯楽

明治維新から、150年の繁栄の

陰で、この国が失ったものは何

なのか。日本列島を縦断し、近

代化が生み出した光と影を凝視

した「思索の旅」の全記録。取

材先は軍艦島や福島第一原子力

発電所をはじめ、三池炭鉱、旧

谷中村跡地、沖縄・辺野古など

多岐にわたっており、思想史

家・姜尚中の真骨頂とも言える

一冊です。

集英社

一般書

明治維新後150年の繁栄と影

姜 尚中著 /『維新の影』

足柄山の山奥で生まれたきんた

ろうは、山の動物たちにかこま

れてすくすく育ち、とても力の

強い、知恵のある男の子に成長

しました。ある日、その強さを

見込まれて、京の都で一番の武

士から鬼退治を頼まれ…。誰も

が知っている「きんたろう」の

その後の話までを、豊かな語り

口の文章と魅力的な絵で綴った

おすすめの絵本です。

小学館

児童書

Library Information

図書室からのお知らせ

■０歳児からのおはなし

　会について

　図書室では、毎月第２木曜

日に「０歳児からのおはなし

会」を行っています。絵本の

読み聞かせや、手袋人形、わ

らべうたなど楽しい内容です。

　子育て中の保護者のみなさ

ん、おじいちゃん、おばあ

ちゃんも、子どもたちとお気

軽にご参加ください。

■日時　５月10日（木）

　　　　午前10時30分

■会場　図書室おはなしのへや
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『キラキラ共和国』（小川 糸著）

松野 喜代子さん

〔糸田区〕

「ツバキ文具店」は、今日も大繁盛で
す。バーバラ夫人も、QP ちゃんも、
守景さんも、みんな元気です。みなさ
んのご来店をお待ちいたしております。

今月の案内人

Public Relations KOSA
May 2018 14



Public Hall

町公民館からのお知らせと話題

Human Rights

人権 ～心豊かに暮らすために～

�����������������

��������������

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

▲ステージで３B 体操を披露す

る参加者

▲石原昌一氏の講演を聞き入る

参加者

▲

町公民館からのご案内

平成30年度町民大学開講式

●日時

　５月29日（火）

　午前10時～正午

●会場

　町生涯学習センター・ホール

●演題

　「甲佐町の歴史について」

●講師

　上高原　聡

　（甲佐町職員 文化財担当）

　甲佐町の文化財について説明し

ます。宮内地区に開館した民俗資

料館の紹介も行います。

　身近な遺産や先人たちの偉業に

触れてみましょう。

　同和問題に関する偏見や差別 

　をなくそう

●同和問題について正しい認識を

　持ちましょう

（１）同和問題は教えるからかえっ

　て差別が広がるのでは ?

　「人権に関する県民意識調査 (H26

実施 )」の結果では、

①教育や啓発を通して同和問題を初

　めて知った人…37.7%

②家族や友人、インターネットやテ

　レビ等を通して知った人…29.4%

　つまり、教育や啓発以外に、何ら

かの形で同和問題を知る機会は数多

くあります。同和問題について正し

く理解をしておかないと、何かの機

会に事実に基づかない情報に接し、

それによって予断・偏見が形成され、

差別を生みだすおそれがあります。

「寝た子を起こすな」ではなく、「正

しく起こす」ことが必要です。

（２）もう同和問題は解決したので

　は ?

　33年間にわたって実施された特

別措置法による事業は終了しました

が、現在でも～中略～心理的な面で

の差別意識が未だに残っています。

特別措置法の失効により同和問題は

解決したのではなく、現在も一般対

策の中で差別の解消を目的とした

様々な施策に取り組んでいます。

■平成28年12月16日『部落差別の

解消の推進に関する法律 ( 部落差別

解消推進法 )』施行

①国、地方公共団体は、相談に的確

　に応ずるためにの体制の充実を図

　ること。( 第4条 )

②国、地方公共団体は、必要な教育

　及び啓発を行うこと。( 第5条 )

③国は、地方公共団体の協力を得て、

　部落の実態に係る調査を行うこと。

　( 第6条 )

熊本県人権情報誌「コッコロ通信」より

　

4
月
21
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
自
主
講
座
発

表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

者
は
１
２
０
人
。

　

展
示
発
表
は
、
水
彩
画
・
書

道
、
生
け
花
、
水
墨
画
、
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
、
手
編
み
教
室
の
６

講
座
。

　

た
く
さ
ん
の
作
品
の
中
か
ら

選
り
す
ぐ
っ
た
一
品
が
展
示
さ

れ
、
見
学
者
が
気
に
入
っ
た
作

品
に
つ
い
て
、
講
師
や
出
品
者

に
熱
心
に
説
明
を
聞
く
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
は
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
社
交
ダ
ン
ス
、
ひ
ま
わ
り

ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
、
３
Ｂ
体
操
、
健
康
太

極
拳
、
オ
カ
リ
ナ
、
相
撲
甚
句
、

朗
読
教
室
、
町
民
コ
ー
ラ
ス
の

各
講
座
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
華
や
か
な
衣
装

で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

３
月
27
日
（
火
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
29
年
度

町
民
大
学
講
演
会
お
よ
び
閉
講

式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
彫
刻
家
・
熊

本
大
学
名
誉
教
授
の
石
原
昌
一

氏
が
「
私
を
語
る
」
と
題
し
、

埼
玉
県
で
の
幼
少
時
代
か
ら
来

熊
さ
れ
る
ま
で
の
半
生
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
身
が
制
作
さ
れ
た

「
お
て
も
や
ん
」
「
横
井
小
楠
と

維
新
像
」
「
牛
深
ハ
イ
ヤ
像
」

な
ど
の
制
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

写
真
を
用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ひ
と
り
は
「
先
生

の
作
品
を
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
、
平
成
29
年

度
町
民
大
学
閉
講
式
を
行
い
ま

し
た
。

自
主
講
座
学
習
発
表
会

町
公
民
館

講
演
会
お
よ
び
閉
講
式

町
民
大
学
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❖
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
む
た 

　

め
に
食
中
毒
予
防
を

　

気
候
が
よ
く
な
り
、
遠
足
や
運
動
会
、

自
然
を
楽
し
む
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
イ
ベ

ン
ト
が
多
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
屋

外
で
も
食
事
を
す
る
機
会
も
増
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
は
、
気
温
も
上

昇
し
て
き
ま
す
の
で
、
細
菌
性
の
食
中

毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
食
品

を
適
切
に
取
り
扱
い
、
食
中
毒
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

❖
お
弁
当
を
作
る
と
き
は

　

お
弁
当
は
、
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま

し
ょ
う
。
お
弁
当
を
作
る
前
に
は
、
し
っ

か
り
と
手
を
洗
い
調
理
し
ま
す
。

　

食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

し
、
十
分
に
冷
ま
し
て
か
ら
、
清
潔
な

箸
で
弁
当
箱
に
詰
め
ま
し
ょ
う
。
お
弁

当
の
保
管
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管

し
、
早
め
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い

切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
お
く
か
ら
大
丈
夫
な
ど
と
、
冷
蔵

庫
で
の
保
管
を
過
信
し
て
は
危
険
で

す
。

❖
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る

　

と
き
は

　

生
肉
に
は
、
Ｏ
‐
１
５
７
、
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な
ど
の
食

中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
調
理
す
る
際
は
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
主
な
症
状
と
し
て
、

下
痢
（
げ
り
）
や
嘔
吐
（
お
う
と
）
な

ど
の
胃
腸
症
状
を
起
こ
し
ま
す
。

　

食
中
毒
菌
を
広
げ
な
い
た
め
に
も
、

生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食

べ
る
と
き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る
と
き

の
箸
」
を
同
じ
に
す
る
と
食
中
毒
菌
を

体
内
に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
食
中
毒

を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

生
肉
の
食
中
毒
菌
の
ほ
と
ん
ど
が
十

分
に
加
熱
す
る
こ
と
で
死
滅
し
ま
す
。

肉
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て

食
べ
ま
し
ょ
う
。

❖
ハ
イ
キ
ン
グ
や
魚
釣
り
を
す

　

る
と
き
は

　

有
毒
植
物
や
フ
グ
な
ど
の
自
然
毒
に

よ
る
食
中
毒
も
、
毎
年
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
に
は
県
内
で
も
、
ニ
ラ
と

間
違
え
水
仙
を
食
べ
食
中
毒
を
起
こ
す

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年

に
は
、
フ
グ
を
食
べ
て
食
中
毒
を
起
こ

す
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
毒

植
物
や
自
然
毒
に
よ
る
食
中
毒
も
起
こ

り
や
す
い
の
で
、
見
慣
れ
な
い
野
草
や

フ
グ
な
ど
の
素
人
調
理
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

開
花
の
時
期
が
11
月
か
ら
翌
年
４
月

く
ら
い
ま
で
の
水
仙
は
、
ニ
ラ
や
ノ
ビ

ル
と
間
違
い
や
す
く
、
食
べ
る
と
嘔
吐

（
お
う
と
）
・
頭
痛
や
血
圧
低
下
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
水
仙
で
食
中
毒
を

発
生
す
る
事
例
も
全
国
で
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
身
近
に
見
ら
れ
る
植
物

で
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

❖
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
を
守 

　

り
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
、
ま
す
ま
す
気
温
が
上
昇

し
食
中
毒
の
発
生
も
増
え
て
き
ま
す
。

　

食
品
の
取
り
扱
い
に
は
注
意
し
、
食

中
毒
予
防
の
３
原
則
「
菌
を
付
け
な
い
」

「
菌
を
増
や
さ
な
い
」
「
菌
を
や
っ
つ
け

る
」
で
、
食
中
毒
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

❖
食
中
毒
に
関
す
る
情
報

　

食
中
毒
に
関
す
る
情
報
は
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

  

URLhttp://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/seisakunitsuite/ 

    bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/ 

     index.htm
l

食

中

毒

予

防

の

３

原

則

付
け
な
い
・
増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る

Health

町総合保健福祉センターからのお知らせ

あ
ゆ
み
だ
よ
り

食中毒 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

今月の「あゆみだより」は

この時期は、気温も上昇し細菌性

の食中毒が発生しやすくなりま

す。食品を適切に取り扱い、食中

毒を未然に防ぐことが大切です。

食品の取り扱いには注意し、食中

毒予防の３原則で食中毒を未然に

防ぎましょう。

木村 真澄 保健師
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Smile

わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します

Child-Care

５月の子育て支援カレンダー

�����������������

���������������

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

５・６月の保健活動

����������������

� ������

　　５月17日（木）　午前９時

　　６月21日（木）　午前９時

� ������

　　５月17日（木）　午前10時

　　６月21日（木）　午前10時

� ��������

　　６月１日（金）　午前９時30分

� ��������

　　５月８日（火）　午後１時

� ������������

　　６月22日（金）　午前９時30分

� �����

　　５月８日（火）　午後１時20分

　

井上 創
そ う た

太 くん（１歳）

 父・聖士 さん　母・里香 さん

　（上早川一区）

　　ご飯いっぱい食べて

　　　　　大きくなーれー

　

上村 莉
り お ん

音 ちゃん（１歳）

 父・鴻幸 さん　母・理 さん

　（和田内区）

　　　４兄妹、仲良く

　　　　いっぱい遊ぼうね♪

�甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

２日（水） こいのぼり作り

７日（月） 砂場遊び

９日（水） お誕生会（要予約）

11日（金） お絵かき

14日（月） 戸外遊び

16日（水） フォトフレーム作り

18日（金） ままごと遊び

21日（月） 小麦粉粘土遊び

23日（水） おやつ作り

25日（金） 春のお散歩

28日（月） 製作

30日（水） シール遊び

 育児相談（電話・面接）

 月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育

 月・水・金曜日　午前９時30分～正午

�甲佐保育園 TEL096-234-0186

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�竜野保育園 TEL096-234-0519

９日（水） お誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

�緑川保育所 TEL096-234-0789

  園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

　

塚崎 湊
み な と

翔 くん（１歳）

 父・弘樹 さん　母・絵梨奈 さん

　（糸田区）

　　たくさん笑って、

　　　すくすく大きくなぁれ！
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

町からのお知らせについ

ては、詳しくは町公式サ

イトをご覧ください。

URL http://www.town.kosa/

　　kumamoto.jp/

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
は
、
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
、

子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
疾
病
の
早

期
治
療
を
促
進
し
、
そ
の
健
康
の

保
持
お
よ
び
健
全
な
育
成
と
子
育

て
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

▼
助
成
対
象
者
・
対
象
年
齢

　

社
会
保
険
各
法
に
お
け
る
被
保

険
者
ま
た
は
被
扶
養
者
で
、
本
町

に
住
所
を
有
す
る
0
歳
か
ら
満
15

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

▼
受
給
資
格
者

　

子
ど
も
を
養
育
し
、
か
つ
生
計

を
同
じ
く
す
る
人
（
子
ど
も
の
保

護
者
）

▼
医
療
費
助
成
を
受
け
る
に
は

　

子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の
交

付
手
続
き
が
必
要
で
す
。
交
付
申

請
は
町
福
祉
課
の
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
子
ど
も
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て

　

い
る
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・
受
給
資
格
者
（
保
護
者
）
の
預

　

金
通
帳

※
支
払
い
は
、
申
請
さ
れ
た
翌
月

　

の
25
日
（
支
給
日
が
前
後
す
る

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
）
に
、
ご
指

　

定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

▼
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
保
険
診
療
外
の
医
療
費
（
健
康

　

保
険
の
範
囲
外
の
も
の
）

　

（
例
）
予
防
接
種
代
、
薬
の
容

　

器
代
、
入
院
時
の
食
事
代
な
ど

・
高
額
療
養
費
お
よ
び
家
族
療
養

　

附
加
金
、
学
校
災
害
救
済
給
付

　

金
に
該
当
す
る
場
合

・
公
費
負
担
金  

▼
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
県
内
医

　
療
機
関
の
現
物
給
付
（
窓
口
無

　
料
化
）
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
4
月
診
療
分
か
ら
公

費
負
担
者
番
号
が
記
載
さ
れ
た
受

給
者
証
と
保
険
証
を
保
険
医
療
機

関
窓
口
へ
同
時
に
提
示
さ
れ
た
場

合
、
一
部
負
担
金
の
支
払
い
が
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
保
険

医
療
機
関
窓
口
で
の
一
部
負
担
金

の
支
払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
償
還
払
い
）
。

・
公
費
負
担
者
番
号
が
記
載
さ
れ

　

た
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
と

　

保
険
証
を
同
時
に
保
険
医
療
機

　

関
窓
口
で
提
示
で
き
な
い
と
き

・
県
外
の
保
険
医
療
機
関
を
受
診

　

さ
れ
た
と
き

・
一
医
療
機
関
の
ひ
と
月
の
一
部

　

負
担
金
の
合
計
が
２
１
，
０
０

　

０
円
を
超
え
た
と
き

・
保
険
適
用
の
補
装
具
（
治
療
用

　

眼
鏡
な
ど
）

・
医
療
機
関
以
外
の
治
療
で
保
険

　

適
用
な
も
の
（
整
骨
院
な
ど
）

・
第
三
者
行
為
に
よ
る
も
の
（
交

　

通
事
故
な
ど
）

・
学
校
管
理
下
で
の
け
が
の
治
療

　

（
災
害
共
済
優
先
）
な
ど

▼
償
還
払
い
時
の
申
請
期
限

　

償
還
払
い
時
の
申
請
期
限
は
、

診
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の

末
日
か
ら
起
算
し
て
6
か
月
以
内

で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
る
と
助
成
費
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
早
め
の

　
届
け
出
を

　

受
給
資
格
者
は
、
氏
名
、
住
所
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
や
振
込

口
座
な
ど
に
変
更
が
生
じ
た
と
き

や
受
給
資
格
を
失
っ
た
と
き
（
転

出
な
ど
）
、
ま
た
、
診
療
が
第
三

者
行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で

あ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
町
福
祉

課
の
窓
口
に
届
け
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　

（
内
線
１
４
３
）

　

4
月
1
日
現
在
で
自
動
車
を
所

日 曜 当 番 医

��� ��� ����

���� � � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

����� � � � � TEL������������

����� ��������� TEL������������

doctor

町税などの滞納処分（３月分）

��� �������

� � ��

� � � � � � � ���

� � � � ��

� �� � � � � �������

tax

ｉ

お
知
ら
せ

子

ど

も

の

医

療

費

助

成

事

業

に

つ

い

て

自

動

車

税

の

納

付

は

５

月

31

日
（

木

）

ま

で

に
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Monthly Information

有
し
て
い
る
方
へ
、
県
か
ら
自
動

車
税
の
納
税
通
知
書
を
5
月
初
め

に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
の
5
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
県
の
各

広
域
本
部
、
各
地
域
振
興
局
、
自

動
車
税
事
務
所
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
利

用
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
熊
本
県
県
央
広
域

本
部
ま
た
は
、
熊
本
県
自
動
車
税

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
熊
本
県
県
央
広
域
本
部
収
税
第

　

一
課
、
収
税
第
二
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
２
５
‐
３
０
０
１

・
熊
本
県
自
動
車
税
事
務
所

　

TEL
０
９
６
‐
３
６
８
‐
４
０
２
０

　

手
話
奉
仕
員
と
は
、
手
話
を
身
に

付
け
、
手
話
を
生
か
し
て
聞
こ
え
る

人
の
話
を
手
話
に
代
え
て
耳
の
障
が

い
者
に
伝
え
る
、
ま
た
は
、
耳
の
障

が
い
者
が
手
話
で
話
し
た
こ
と
を
音

声
語
に
代
え
て
伝
え
る
、
意
思
疎
通

支
援
活
動
者
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
手
話
奉
仕
員
研
修

を
実
施
し
ま
す
。
開
講
日
程
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
日
時

・
入
門
課
程

　

8
月
16
日
（
木
）
ま
で

・
基
礎
課
程

　

9
月
6
日
（
木
）
〜
平
成
31
年
3 

　

月
28
日
（
木
）

※
毎
週
木
曜
日
の
午
後
6
時
45
分
〜

　

8
時
45
分

▼
会
場　

宇
城
市
松
橋
公
民
館

▼
受
講
料　

無
料

　

た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
料
と
し
て
７
，

１
４
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
受
講
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力
を
有

す
る
人

※
基
礎
課
程
の
受
講
は
、
入
門
課
程

　

を
受
講
し
た
人
に
限
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　

講
座
開
催
日
に
会
場
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

5
月
17
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

一
般
社
団
法
人
熊
本
県
ろ
う
者
福

　

祉
協
会

　

TEL
０
９
６
‐
３
８
３
‐
５
５
８
７

　

FAX
０
９
６
‐
３
８
４
‐
５
９
３
７

事件・ 事 故 件 数

���
����

�� ���

���� � �

���� �� ��

���� � �

３月31日現在

traffic safety

出 動 火 災 件 数

��� ���� ����

� � � ����

� � � ���

� � � � ����

���� � ����

３月15日現在（カッコ内は前年比較）

fire prevention

早川の薬王寺と西福寺を直線

で結んだほぼ中間地点の竹林の中

に、約３ｍの高さの宝篋印塔 (ほ

うきょういんとう ) が西向きに

建っています。傍らには平成 21

年度に建てられた文化財標柱があ

ります。標柱には「宝篋印塔は、

元々経典 (きょうてん )を納める

塔であったが、鎌倉時代になると、

供養塔 (くようとう ) や石碑 ( せ

きひ )として作られるようになっ

た。

この塔は隈庄合戦 (くまのしょ

うかっせん )で戦死した早川城主・

渡辺休雲の墓碑 (ぼひ )と思われ、

永禄八年 (1565) に建てられた」と

あります。当時は竹も生えていな

くて、地域の人々も日々拝む対象

だったと思われます。

また、宝篋印塔の右側には小さ

な板碑 (いたび )が建っています。

板碑に刻まれた文字は「○○生

( 正 ) 室大姉之○」と部分的に読

めます。最後の○は「墓」という

字だと思われ、「大姉」の文字から、

女性の墓だと考えられます。年代

は苔 (こけ )がひどく、「年」の字

のみ判読 (はんどく )出来ました。

　この板碑は、今後あらためて調

査を行い、文字や年代を特定し、

宝篋印塔との関係も検討する予定

です。

甲佐町の文化財探訪　
～第 56 回～

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　

　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

「早川の宝篋印塔（ほうきょういんとう）」 石坂妙 町文化財保護委員（吉田区）

environmental preservation

クリーンセンターへのごみ搬入量（３月分）

��� ��� ���� ����

� � � � ������� ������ �������

� � � � ������ ����� �����

� � � � ����� ����� ����

� � ������� ������ �������

※単位・㌔ 

ｒ

募
集

手

話

奉

仕

員

養

成

研

修

受

講

者

を

募

集

し

ま

す

▶
早
川
の
宝
篋
印
塔
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Monthly Information

　

身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

が
い
が
あ
る
方
は
、
障
が
い
の
区

分
に
応
じ
て
、
定
め
ら
れ
た
級
の

障
が
い
を
有
す
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

減
免
の
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
町
税
務
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
減
免
の
対
象

に
な
る
軽
自
動
車
は
、
障
が
い
者

1
人
に
対
し
て
1
台
で
す
。

▼
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

　

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車

②
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

　

満
の
場
合
、
療
育
手
帳
ま
た
は

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　

お
持
ち
の
と
き
は
、
そ
の
者
と

　

生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有
す

　

る
軽
自
動
車
で
、
専
ら
障
が
い

　

の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る

　

軽
自
動
車
お
よ
び
単
身
で
生
活

　

す
る
障
が
い
者
の
た
め
に
使
用

　

す
る
軽
自
動
車

③
身
体
や
知
的
、
精
神
な
ど
に
障

　

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽

　

自
動
車
で
障
が
い
者
の
方
を
常

　

時
介
護
す
る
者
が
運
転
す
る
軽

　

自
動
車

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
療
育
手
帳
（
Ａ
１
・
Ａ
２
）

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

　

（
１
級
）

②
車
検
証

③
運
転
者
の
運
転
免
許
証

④
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

　

カ
ー
ド

⑤
印
か
ん

⑥
軽
自
動
車
税
納
付
書　
　

※
①
〜
⑥
を
ご
準
備
の
上
、
町
税

　

務
課
に
て
軽
自
動
車
税
減
免
申

　

請
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

５
月
10
日
（
木
）
〜
31
日
（
木
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
税
務
課　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
4
‐
１
１
１
2

　

（
内
線
１
１
６
）

▼
被
災
宅
地
復
旧
支
援
事
業
に
つ

　
い
て
（
熊
本
地
震
復
興
基
金
）

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
、

の
り
面
・
擁
壁
・
地
盤
の
復
旧
、

地
盤
改
良
、
住
宅
基
礎
の
傾
斜
修

復
工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
工
事

①
復
旧
工
事
（
宅
地
被
害
に
対
し

　

て
原
形
に
復
旧
す
る
こ
と
を
基

　

本
と
す
る
工
事
）

・
の
り
面
の
復
旧
工
事

・
擁
壁
の
復
旧
工
事

・
地
盤
の
復
旧
工
事

②
地
盤
改
良
工
事
（
液
状
化
が
発

　

生
し
た
区
域
に
お
け
る
再
度
災

　

害
防
止
の
た
め
の
工
事
）

③
住
宅
傾
斜
修
復
工
事
（
住
宅
建

　

屋
の
基
礎
の
沈
下
ま
た
は
傾
斜

　

を
修
復
す
る
工
事
）

※
上
記
工
事
に
関
す
る
調
査
お
よ

　

び
設
計
費
も
含
み
ま
す
。

※
既
に
工
事
が
完
了
し
て
い
る
も

　

の
も
含
み
ま
す
。

※
地
盤
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

　

液
状
化
が
発
生
し
た
と
見
ら
れ

　

る
区
域
が
対
象
で
す
。

●
補
助
額

　

対
象
工
事
の
経
費
か
ら
50
万
円

を
控
除
し
た
額
の
3
分
の
2

※
対
象
工
事
費
１
，
０
０
０
万
円

　

以
上
の
場
合
、
６
６
３
万
3
千

　

円
を
限
度
と
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
申
請
は
1
宅
地
1
回

　

と
な
り
ま
す
。

●
お
持
ち
い
た
だ
く
物

　

被
害
状
況
が
分
か
る
写
真
な
ど

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
戸
建
て
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOU スポーツクラブ」

�������������

  ●スポンジテニス＆

　　　　　　　バドミントン

　　������

����������������

●少年柔道

������������

��������������

●卓球

��������������

����������������

●サッカー教室

���������

��������������

���������

����� ���������

●バスケットボール教室

　������

��������������

●ジュニアバスケット教室

　������

��������������

●ノルディックウォーキング

　教室

  ������

��������������

●トランポリン教室

　�������������

���������������

●女子サッカー教室

���������

����������������

■お問い合わせ先

��������������������

���������������

� TEL�������������������

��

�������������

���������
��������������

����������

第４回甲佐町冬季ビーチボールバレー大会結果

 Sports

●大会成績

・優　勝　シャンクス（甲佐）

・準優勝　ダンデライオン（乙女）

・３　位　ミックス（甲佐）

・敢闘賞　乙女 B

・フレンドリー賞　緑町

被
災
宅
地
復
旧
支
援
お
よ
び
戸
建

住
宅
耐
震
改
修
等
補
助
に
つ
い
て

ｉ

お
知
ら
せ

身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

軽

自

動

車

税

の

減

免

申

請

●主催

　甲佐町ビーチボールバレー協会

　（坂本敏博会長）

●開催日

　３月９日（金）

●会場

　甲佐小学校体育館

▶
優
勝
し
た
シ
ャ
ン
ク
ス
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Monthly Information

　
事
業
補
助
に
つ
い
て

①
耐
震
設
計
費

②
耐
震
改
修
工
事
費

③
建
替
え
工
事
費

　

な
ど
に
対
し
、
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
建
設
課

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
4
‐
１
１
８
３

　

（
内
線
１
６
１
）

　

現
在
、
本
町
の
火
葬
に
つ
い
て

は
、
宇
城
広
域
連
合
が
運
営
し
て

い
る
「
寂
静
の
里
」
を
利
用
し
て

お
り
ま
す
。

　

宇
城
広
域
連
合
の
料
金
改
定
を

受
け
て
、
平
成
31
年
４
月
１
日
か

ら
12
歳
以
上
の
火
葬
場
使
用
料
が

１
０
，
０
０
０
円
か
ら
１
５
，

０
０
０
円
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
環
境
衛
生
課　

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
4
‐
１
１
６
９

　
工
業
統
計
調
査
は
、
わ
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時
点
は
平

成
30
年
６
月
１
日
で
す
。
調
査
票
へ

の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
統
計
調
査
課

　

TEL
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
１
７
８

　

㈲
せ
せ
ら
ぎ
で
は
、
町
内
の
方
を

対
象
に
、
小
川
の
生
き
物
と
飛
び
交

う
ほ
た
る
の
観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
５
月
26
日
（
土
）
午
後
３
時
集
合

　

午
後
８
時
ま
で

▼
集
合
場
所

　
龍
野
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費

　
３
０
０
円

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

㈲
せ
せ
ら
ぎ

　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
５
５
１
１

　

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
と

は
、
子
ど
も
・
女
性
・
高
齢
者
な

ど
の
安
全
確
保
や
地
域
の
犯
罪
防

止
を
図
る
た
め
、
県
内
で
発
生
し

た
、

・
声
か
け
事
案
、
不
審
者
の
出
没

　

な
ど
、
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪

　

の
前
兆
と
思
わ
れ
る
事
案
情
報

・
行
方
不
明
、
高
齢
者
な
ど
の
手

　

配
、
迷
い
人
に
関
す
る
情
報

・
高
齢
者
な
ど
の
安
全
・
安
心
に

　

関
す
る
情
報

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
有
益

　

な
情
報

・
強
盗
な
ど
重
要
ま
た
は
特
殊
な

　

犯
罪
発
生
に
関
す
る
情
報

・
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
被
害
防

　

止
に
関
す
る
情
報

な
ど
、
安
全
・
安
心
に
関
す
る
情

報
を
警
察
か
ら
登
録
さ
れ
た
方
の

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
メ
ー
ル

で
配
信
す
る
も
の
で
す
。

　

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」
へ

の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
携

帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

Mailk110@
ansin.police.pref.kum

am
oto.jp

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

�

御
船
地
区
防
犯
協
会
連
合
会

　

（
御
船
警
察
署
内
）

　

TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

ご支援ありがとうございました

ふるさと甲佐
応援寄附金

　■お問い合わせ先

��������

�� TEL�������������������

ｃ

く
ら
し
安
全

「
ゆ
っ
ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
」

に

登

録

し

よ

う

町生涯学習センター・ギャラリーモール展示のお知らせ　～５月～

 Event

▶パン工房ふうさん TEL ������������

�����������
�����������
�����������

「あゆもなか」こうさんもん No.3

������������

「にらメンコ。」こうさんもん No.2

��������������������

▶���������

������������

����������������������������

���������������������������

�����������

▶����������

������������

・大谷　邦宏様　東京都　

・内田　浩之様　愛知県

・加藤　直子様　東京都

・河崎　浩美様　東京都

・田中　健一様　大阪府

▶������������

　１６，５３５，０００円

　（３月31日現在）

▶大栄ファーム（高田精肉店） 

　 TEL ������������

�布の絵本作品展

��������　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447

▼

４
月
の
「
公
民
館
自
主
講
座
作

　

品
展
」
の
展
示
の
様
子

▶期間　５月 16日（水）～ 31日（木）

火

葬

料

金

改

定

の

お

知

ら

せ

小
川
の
生
き
物
と
飛
び
交
う

ほ

た

る

の

観

察

会

開

催

e

開
催

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実

施

し

ま

す

▶主催　チクチク会

▶作品　・おむすびころりん・ちょうちょう

　　　　・おやつ・greeting
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

寒
さ
過
ぎ
花
も
木
の
芽
も
一
斉
に
天
を
仰
ぎ
て
成
長

し
お
り 

緒
方　

明
美

湖
水
へ
と
吹
雪
の
ご
と
く
散
り
急
ぐ
花
の
命
の
短
さ

惜
し
む 

塚
原　

暁
益

小
さ
き
背
に
ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
い
六
年
の
年
月
を
経

て
凛
々
し
く
巣
立
つ 

池
田
キ
ヨ
子

水
温
み
大
井
出
川
の
鯉
の
群
れ
悠
々
泳
ぎ
気
持
ち
良

さ
そ
う 

赤
星　

文
子

見
渡
せ
ば
里
の
山
々
春
霞
み
乙
女
川
原
も
桜
の
見
ご

ろ 

　
　

白
梅　

武
人

デ
パ
ー
ト
で
焼
き
芋
買
っ
て
食
べ
て
い
る
老
い
の
友

ら
の
三
人
連
れ
で 

内
田
乃
武
子

白
無
垢
で
結
婚
誓
う
女
孫
に
は
夢
と
希
望
の
あ
ふ
る

る
ご
と
し　

 

吉
永
由
紀
子

春
来
れ
ば
花
の
植
え
替
え
楽
し
み
で
売
場
の
前
で
迷

い
選
べ
り 

上
村
や
す
美

朝
風
に
吹
か
れ
つ
つ
行
く
野
の
道
に
日
々
新
た
な
る

命
に
出
会
う 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
だ
ら
だ
ら
」

だ
ら
だ
ら
と
長
い
挨
拶
う
ん
ざ
り
だ 

林　
　

雅
之

だ
ら
だ
ら
と
流
れ
る
汗
は
宝
物 

日
隈　

俊
郎

だ
ら
だ
ら
と
せ
ず
に
元
気
で
が
ん
ば
ろ
う 

森
田
千
鶴
子

だ
ら
だ
ら
と
終
の
住
処
で
二
十
年 

布
田　

愛
子

　
　
　

「
退
屈
」

退
屈
を
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
で
活
性
化 

川
田
ト
メ
子

夕
食
も
全
て
出
来
て
る
お
留
守
番 

清
川
み
ど
り

恋
人
が
欠
伸
し
て
い
る
も
う
終
わ
り 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

ク
ラ
ス
会　

亭
主
は
く
し
ゃ
み
し
と
る
頃 

広
田
み
ど
り

ク
ラ
ス
会　

校
歌
ハ
モ
ッ
テ
入
歯
ず
れ 

下
山　

千
恵

ク
ラ
ス
会　

振
ら
れ
た
彼
に
言
い
寄
ら
れ 

志
垣　
　

光

ク
ラ
ス
会　

孫
の
話
に
花
が
咲
く 

佐
藤　
　

葵

ク
ラ
ス
会　

エ
ン
ジ
ン
か
け
た
超
お
洒
落 

布
田
か
ん
な

ク
ラ
ス
会　

お
洒
落
し
て
た
い
ぎ
ゃ
な
若
か 

平
井
や
よ
い

ク
ラ
ス
会　

よ
く
ぞ
続
い
た
五
十
年 

長
原　

産
賀

ク
ラ
ス
会　

苦
労
話
し
は
誰
も
せ
ん 

佐
野
し
ょ
う

ク
ラ
ス
会　

渾
名
で
呼
ば
れ
若
返
り 

光
永　
　

六

ク
ラ
ス
会　

思
い
出
拾
い
泣
き
笑
い 

井
元
あ
ざ
み

ク
ラ
ス
会　

年
金
話
し
盛
り
上
が
り 

日
高　

美
里

ク
ラ
ス
会　

初
恋
の
人
来
と
っ
ど
か 

上
田　

梅
清

ク
ラ
ス
会　

態わ
ざ

と
使
わ
す
肥
後
訛
り 

日
隈　

元
良

ク
ラ
ス
会　

卒
業
写
真
持
っ
て
行
こ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

皐
月 

〜

４月６日（金）町生涯学習センターで行われた春の全国交通安全運動御船警察署管内４町合同出発式で、交通安全宣言をする交通安全母の会会長の溜渕恭子さん（早川区）

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）
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ひ と の 動 き （敬称略）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

 住　所 氏　名     性別  保護者

仁田子　丸山　大
は る き

輝　男　義　輝

早　川　渕上さくら　女　ミ　キ

津志田　阿津坂　匠
たくみ

　男　　純

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,078 △30

女 5,683 △27

計 10,761 △57

世帯数 4,277 △８

平成30年３月31日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

 住　所 氏　名   年齢  世帯主

豊　内　栄角　星男　95　星　男

糸　田　緒方アサエ　87　良　一

船　津　森田多美子　60　義　勝

仁田子　藏本　　明　92　久　江

岩　下　伊藤　　巧　91　 　子

岩　下　寺本満津子　92　満津子

船　津　井芹スヱモ　98　伸　也

３月11日（日）～４月10日（火）

ご結婚おめでとう
marriage

［

［

［
作り方

①新ゴボウは細長めの乱切りに

してさっと水をくぐらせます。

②インゲンとニンジンはゴボウ

の長さに合わせた斜め薄切り

にします。

③チクワは縦長に切りますが好

みでかまいません。

④ショウガは千切りにします。

⑤フライパンにゴマ油を熱し、

ショウガをかおりが出るまで

炒めましょう。

⑥かおりが出たらゴボウ、イン

ゲン、ニンジンも炒めます。

7割くらい火が通ったらチク

ワを加えてさらに2分程炒め

ます。

⑦全体がよく炒まったら、合わ

せておいた調味料を加えて手

早く煮絡めます。最後に一味

唐辛子を好みで振ったら出来

上がりです。

新ゴボウのかわりキンピラ

ご存知ですか？

材　料

新ゴボウ ……………………２本
インゲン …………………約10本
ニンジン ……………………１本
チクワ ………………………２本
ショウガ ……………親指大１個
ゴマ油 …………………小さじ２
一味唐辛子 …………少々
合わせ調味料
しょう油 ………………大さじ１
砂糖 ……………………大さじ１
赤酒 ……………………大さじ１

　　まだ成長しきっていないの

が新ゴボウです。だから柔らか

くて、かおりもおとなしめです。

ゴボウと言えば食物繊維ですよ

ね。ゴボウには「リグニン」と

いう成分が入っています。これ

が腸内の発ガン性物質を吸着し

て体の外に排出してくれるので

す。大腸ガンの予防に効果があ

ると言われているのはそのため

です。整腸効果もあり、便秘解

消には持って来いと言う訳です。

でも、だからと言って食べ過ぎ

るとお腹が緩くなります。ほど

ほどに食べて、バランスの良い

食生活を心掛けましょう。

　

「
春
」
と
聞
い
て
連
想
す
る
も
の

の
1
つ
に
「
出
会
い
と
別
れ
」
が
あ

り
ま
す
。
就
職
や
入
学
な
ど
で
多
く

の
人
や
出
来
事
に
出
会
わ
れ
た
方
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
月
号
の
表
紙
は
龍
野

小
学
校
入
学
式
の
ひ
と
コ
マ
。
緊
張

気
味
の
児
童
の
姿
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

私
は
今
月
号
か
ら
編
集
に
携
わ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
取
材
や
原
稿

執
筆
な
ど
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
す
が
、
諸
先
輩

方
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
な
ん
と
か

発
行
ま
で
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

私
自
身
、
今
回
の
取
材
を
通
し
て

多
く
の
人
や
出
来
事
に
出
会
う
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
た
く
さ
ん

の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
出
会
い
を
皆

さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　

（
と
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 

　　夫　早　川　佐野　竜聖

　　妻　熊本市　上嶋ひかり

　　夫　熊本市　大薗　　堅

　　妻　麻生原　野田真依子

　　夫　中　山　井芹　拓哉

　　妻　菊陽町　坂井　春菜
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「
体
力
や
体
調
に
合
わ
せ
、
無
理

せ
ず
運
動
を
継
続
す
れ
ば
、
健
康

が
維
持
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
甲
佐
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
で
「
最
多
来
館
賞
」
を
受
賞
し

た
伊
豆
野
健
司
さ
ん
（
岩
下
一
区
）。

　

「
町
の
健
診
で
メ
タ
ボ
と
言
わ

れ
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
伊
豆
野

さ
ん
は
、
昨
年
４
月
に
同
セ
ン

タ
ー
が
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
体
重
を
減
ら
す
た

め
通
い
始
め
る
。
毎
月
「
１
カ
月

券

」

を

購

入

し
、

1
年

間

で

２
３
９
回
来
館
。
そ
の
成
果
と
し

て
体
重
は
10
㌔
以
上
減
り
、
身
体

が
軽
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

「
知
り
合
い
が
増
え
、
話
し
な

が
ら
運
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
も
い
つ
も
話
し
か
け
て

く
れ
ま
す
」
と
同
セ
ン
タ
ー
に
通

う
楽
し
さ
を
語
る
伊
豆
野
さ
ん
。

「
ス
タ
ッ
フ
も
そ
の
人
に
合
っ
た

指
導
を
し
て
く
れ
ま
す
し
、
相
談

に
乗
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
最
初
は

脂
肪
を
減
ら
す
に
は
ど
う
し
た
ら

良
い
か
、
ス
タ
ッ
フ
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
相
談
し
ま
し

た
」
と
い
う
日
々
の
メ
ニ
ュ
ー
で

は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
準
備
運

動
を
し
た
後
、
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
器
を
利
用
し
た
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
な
ど
に
精
力
的
に
汗
を
流

す
。
体
調
に
合
わ
せ
て
、
無
理
せ

ず
ス
ト
レ
ッ
チ
だ
け
の
日
も
あ
る
。

　

利
用
者
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ヨ

ガ
の
教
室
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る

栄
養
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
教
室

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
、
「
子

育
て
サ
ロ
ン
」
を
併
設
し
て
い
る

た
め
、
子
ど
も
を
預
け
て
参
加
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
毎
回

体
重
や
血
圧
な
ど
を
シ
ー
ト
に
記

入
す
る
仕
組
み
も
あ
り
、
長
期
間

に
わ
た
っ
て
成
果
を
確
認
で
き
る
。

　

「
１
カ
月
で
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら

な
い
で
す
が
、
３
カ
月
前
を
見
る

と
確
実
に
体
重
が
減
っ
て
い
る
の

で
励
み
に
な
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

か
ら
の
コ
メ
ン
ト
も
書
い
て
あ
る

ん
で
す
よ
」
と
１
年
間
の
記
録
を

見
な
が
ら
振
り
返
る
伊
豆
野
さ
ん
。

「
汗
を
か
く
と
爽
快
で
す
。
気
軽

な
気
持
ち
で
来
て
も
ら
え
た
ら
」

と
笑
顔
に
大
粒
の
汗
が
光
る
。

2018年（平成30年）５月号

　通巻586号
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こうさ広 報

無
理
せ
ず
運
動
を
継
続
し
て

楽

し

く

健

康

維

持

いずの けんじ / ４月４日

（水）に開催された町フィッ

トネスセンターの開所１周年

記念イベントで、平成29年

度の最多来館賞を受賞。

Kosa
Style
こうさ スタイル

伊豆野 健司さん
Izuno Kenji

〔岩下一区〕


